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1897年、小谷
こ だ に

源之助・仲治郎兄弟をリーダーとする房総アワビ漁師らは、千葉県安房
あ わ

地域から米

国モントレー地域へ渡りました。寒流のカリフォルニア海流でヘルメット型の器械式潜水を導入し、

アワビ漁に成功しました。資産家A・M・アーレンとの共同事業で缶詰会社を興し、日本人排斥が高

まるなかでも特別に事業継続が認められていました。風光明媚な地に立つコダニ・ゲストハウスに

は尾崎行雄や竹久夢二などの政治家や文人墨客が滞在し、皇族らも立ち寄り、日米親善の架け橋と

なりました。小谷家は、源之助と姻戚にあたる小圃千浦
お ば た ち う ら

や、和歌山県出身のヘンリー杉本などアメ

リカで活躍した日系人画家たちとも親交を深めています。 

戦争を経てこの歴史は忘れられていましたが、1994年、アメリカ社会に貢献した日本人として小

谷源之助が顕彰され、彼らが住んでいた土地はカリフォルニア州立自然保護区内で「コダニ・ビレ

ッジ」と正式に命名されました。日米の国旗とUSAの文字が染められた「万祝
まいわい

」という漁師の晴れ

着は、房州とモントレーの人々が育んだ友情の証として今も大切に残されています。 

一方、和歌山県紀南地域からも多くの漁民が

渡米し、ロサンゼルスを中心に活躍したことが

知られています。今回、日米の多様なミュージ

アムが協働し、移民史・水産史・美術史をテー

マに調査や交流が行われました。黒潮でつなが

る房総半島と紀伊半島、そして太平洋をはさん

で向かい合うモントレー半島の人々が、海を越

えて交差し、共生した姿が、生き生きと浮かび

上がってきました。現代の交流につながる壮大

な物語をお楽しみください。 

 

 

 

 

舫
も や

う移民――紀州、房州、モントレーを結ぶ海の物語 

   「舫い」とは、船をつなぎ留めることを指し、共同作業や協力をも意味する言葉です。 

その底流には、人と人とのつながりや助け合いの精神が含まれます。 
 

…… 太平洋を渡ったアワビ海士
あ ま

たち …… 
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